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長野県議会議員一般選挙
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「
行
こ
う
！
投
票
　
　
創
ろ
う
！
未
来
　
」

！！

！！

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
　
４
月
10
日（
日
）
投
票
日

立
科
町
長
・
立
科
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
24
日（
日
）
投
票
日

み
ん
なで

投票に行きましょ
う

広報たてしな／23 年 3 月◆ 2

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４

月
１
日
に
告
示
さ
れ
、
４
月
10
日
に

投
票
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
立
科
町
長
・
立
科
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
は
、
４
月
19
日
に
告

示
が
さ
れ
、
４
月
24
日
に
投
票
が
執

行
さ
れ
ま
す
。

健
康
で
明
る
く
、
安
定
し
た
生
活

を
築
く
た
め
、
有
権
者
一
人
ひ
と
り

が
自
覚
を
も
っ
て
投
票
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

【
投
票
で
き
る
人
】

立
科
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。

■
年
齢
条
件

平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

■
住
所
要
件

平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転
入
届
が
済
ん

で
い
る
人
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
住
民

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

■
町
内
で
転
居
さ
れ
た
人

３
月
17
日
以
降
に
町
内
で
転
居
届
を
し
た
人

は
、
お
手
数
で
も
転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

【
注
　
意
】

・
平
成
23
年
１
月
１
日
以
後
、
長
野
県
内
の

市
町
村
間
で
住
所
を
異
動
さ
れ
た
方
は
、

旧
住
所
地
（
選
挙
区
は
旧
住
所
地
の
属
す

る
選
挙
区
）
で
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
旧
住
所
地
の
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

・
旧
住
所
地
で
投
票
す
る
際
に
は
、「
引
き
続

き
長
野
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
投
票
日
ま
で
に
最
寄
り
の
市

役
所
、
町
村
役
場
（
町
民
課
又
は
住
民
課

等
）
に
申
し
出
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
取
り
扱
い
は
、
原
則
と
し
て
県
内
の

他
の
市
町
村
に
住
所
を
１
回
異
動
し
た
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

・
投
票
で
き
る
か
不
明
な
場
合
に
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
な
お
、
県
外
転
出
者
は
、
今
回
の
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

ⒸCIS
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平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
四
日
執
行

立
科
町
長
選
挙
投
票

立科町選
挙管理委
員会之印

注�
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一

投
票

と
う
ひ
�
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し
よ
う
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候
補
者
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こ
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と
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て
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し
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○
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。
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。
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立
科
町
長・

立
科
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
科
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

て
、投
票
日（
４
月
24
日
）に
立
科
町
内
に
住
所

の
あ
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

■
年
齢
条
件

平
成
３
年
４
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

■
住
所
要
件

平
成
23
年
１
月
18
日
ま
で
に
転
入
届
が
済
ん

で
い
る
人
、あ
る
い
は
、そ
れ
以
前
か
ら
住
民
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

投
票
日
前
日（
４
月
23
日
）ま
で
に
町
外
へ
転

出
し
た
人
は
、今
回
の
選
挙
の
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
町
内
で
転
居
さ
れ
た
人

４
月
５
日
以
降
に
町
内
で
転
居
届
を
し
た
人

は
、お
手
数
で
も
転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

【
投
票
時
間
】

■
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

■
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
当
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
第
７
投
票
所
【
蓼
科
公
民
館
】
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
で
す
の
で
、
投
票

は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

【
投
票
の
方
法
】

■
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

■
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
記
載
所
に
掲
示
さ
れ
た
候
補
者
の
氏
名

を
確
認
の
上
、
候
補
者
氏
名
を
書
い
て
投
票
し

ま
す
。

■
立
科
町
長
選
挙

◎
町
長
選
挙
は
「
記
号
式
投
票
」

記
号
式
投
票
と
は
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
が
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
投
票

し
よ
う
と
す
る
候
補
者
一
人
に
対
し
て
、
上
部

の
〈
○
を
つ
け
る
欄
〉
に
投
票
記
載
所
に
備
え

つ
け
の
「
○
記
号
の
ゴ
ム
印
」
を
押
し
て
投
票

す
る
方
法
で
す
。

投
票
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

①
○
印
を
二
人
以
上
に
つ
け
る
と
無
効
に
な

り
ま
す
。

②
○
印
の
ほ
か
に
×
や
△
な
ど
の
記
号
を
つ

け
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
、
点

字
投
票
は
記
名
式
投
票
で
す
。
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

〈投票用紙見本〉

受
　
付

①
町
長
選
挙

投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者

の
氏
名
の
上
に
○
の
ゴ
ム
印

を
押
す
。

【
投
票
の
順
序
】

■
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

⬅⇦投
　
票

投
　
票

②
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者

の
氏
名
を
書
く
。

投
票
用
紙
は
こ
の
２
種
類
で
す
。

町
長
選
挙

ク
リ
ー
ム
色
の
用
紙
に

黒
の
印
刷

町
議
会
議
員

白
色
の
用
紙
に
赤
の
印
刷

⬅⇦⬅⇦⬅⇦

【
投
票
で
き
る
人
】

見
本
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立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
科
町
長
・
立
科
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
の
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
及
び
関
係
者
は
２
名
以

内
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
18
日(

金) 

午
後
２
時
か
ら

場
所

役
場
　
大
会
議
室

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、

期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す

■
区
域
を
問
わ
ず
、仕
事
又
は
親
族
の
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
の
あ
る
人

■
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の
私
用
で
、投
票

日
に
投
票
区
内
に
い
な
い
人

■
病
気
や
ケ
ガ
、妊
娠
な
ど
の
理
由
で
、歩

行
が
困
難
な
人

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
２
日（
土
）か
ら
４
月
９
日（
土
）

町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
20
日（
水
）か
ら
４
月
23
日（
土)

時
　
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

場
　
所

た
て
し
な
人
権
セ
ン
タ
ー
　

会
議
室

(

役
場
玄
関
か
ら
案
内
看
板
が
あ
り
ま
す
）

持
　
物

投
票
所
入
場
券

立
科
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

て
、
投
票
日
当
日
立
科
町
以
外
の
市
区
町
村

に
滞
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
こ
の
市
区
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
あ
ら
か
じ
め
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
病
気
な
ど
の
た
め
に
県
が
指
定
し
た
病
院

等
に
入
院
、
入
所
し
て
い
て
歩
行
が
困
難

な
人
等
は
、
そ
の
施
設
内
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
早
め
に
施

設
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
と
き
は
期
日
前
投
票
】

【
不
在
者
投
票
】

立
科
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
庶
務
係
）

立科町役場
中央公民館

人権センター
（期日前投票所）

老人福祉
センター

ながい歯科医院

▼
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
で
立
科
町

選
挙
管
理
委
員
会
が
交
付
し
た
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
郵
便
等

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
投
票
用
紙
の
交
付
申
請
は
選
挙
の

期
日
の
４
日
前
ま
で
で
す
。
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

”わ
た
し
は
字
が
書
け
な
い
か
ら
投
票
し

な
い

“
な
ど
と
考
え
て
棄
権
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
字
の
書
け
な
い

人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
筆
す
る
人
も
こ
れ
に
立
ち
会
う
人
も
投

票
の
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
代
理
投
票
が
で
き
る
人

身
体
に
障
害
の
あ
る
場
合
（
け
が
を
し
た

と
か
、
手
が
震
え
る
な
ど
の
記
載
不
能
な

場
合
も
含
ま
れ
ま
す
）
や
、
文
字
を
知
ら

な
い
た
め
に
候
補
者
の
氏
名
な
ど
を
自
分

で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
。

【
代
理
投
票
制
度
】
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長和町

�東御市
�上田市

坂城町

青木村

立科町

上
田
市
が
中
心
市
宣
言
立
科
町
も
参
加

上
田
地
域
定
住
自
立
圏

今
後
、「
生
活
機
能
の
強
化
」
で
は
、
医
療
、

福
祉
、
教
育
・
文
化
、
環
境
、
産
業
振
興
に
つ

い
て
、「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」

で
は
、
地
域
交
通
、
地
産
地
消
、
定
住
促
進
に

つ
い
て
、「
圏
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強

化
」
で
は
、
人
材
育
成
・
交
流
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
連
携
を
想
定
さ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
、
上

田
市
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

取
組
み
の
目
的
で
す
が
、
急
速
な
人
口
減
少

や
少
子
・
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
、
地
方
を
取

り
巻
く
環
境
が
一
層
の
厳
し
さ
を
増
す
中
、
市

町
村
に
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
自
主
的
・
自

立
的
な
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
中
心
市
と
周
辺
市
町
村
の
相

互
の
連
携
・
役
割
分
担
に
よ
り
地
方
に
必
要
な

生
活
機
能
を
確
保
し
、
圏
域
全
体
の
活
性
化
及

び
定
住
促
進
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
を
含
む
６
市
町
村
は
、
従
来
か
ら
住

民
が
往
来
し
、
相
互
に
恩
恵
を
享
受
し
な
が
ら

地
域
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

２
月
３
日
（
木
）、
上
田
市
が
上
田
地
域
定

住
自
立
圏
の
中
心
市
宣
言
を
い
た
し
ま
し
た
。

当
町
も
周
辺
市
町
村
と
し
て
参
加
し
、
上
田

市
と
「
生
活
機
能
の
強
化
」「
結
び
つ
き
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」「
圏
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
の
強
化
」
の
三
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
最
低

一
つ
以
上
の
取
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

周
辺
市
町
村
は
、
当
町
の
ほ
か
東
御
市
、
青

木
村
、
長
和
町
、
坂
城
町
の
５
市
町
村
で
す
。

今
後
、
市
町
村
を
超
え
て
連
携
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
る
中
、
定
住
自
立
圏
構
想
は
個
別
の

連
携
に
よ
る
新
た
な
地
域
の
活
性
化
策
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
手
続
き
と
し
て
、
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
締
結
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と

取
組
み
内
容
に
つ
い
て
、
中
心
市
の
役
割
と
周

辺
市
町
村
の
役
割
を
決
め
て
事
業
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

長
野
県
で
は
飯
田
市
が
南
信
州
定
住
自
立
圏

を
平
成
21
年
７
月
に
形
成
し
、
上
田
市
が
県
内

２
番
目
で
す
。

こ
れ
か
ら
佐
久
市
で
も
佐
久
圏
域
定
住
自
立

圏
（
仮
称
）
の
形
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

当
町
も
周
辺
市
町
村
と
し
て
参
加
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

議会本会議、常任委員会が次の
日程で開催しています。

■上田地域定住自立圏域
の市町村

1日㈫午前 10時 本会議（提案説明）
2日㈬午前 10時 本会議（提案説明）
3日㈭午前 10時 本会議（一般質問）
4日㈮午前 10時 本会議（一般質問）
7日㈪午前 10時 本会議（質疑）
8日㈫午前 10時 社会文教常任委員会
9日㈬午前 10時 総務経済常任委員会

11日㈮午後 3時 本会議（委員長報告・討論・採決）

町議会開催
のお知らせ

3月定例会日程

議会事務局

町
づ
く
り
推
進
係
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りんごちゃん おやまちゃんおこめちゃん

「たてしなスマイル交通」からのお知らせ「たてしなスマイル交通」からのお知らせ
４月より２年目の実証運行を開始した「たてしな

スマイル交通」の利用状況の途中経過がまとまりま
したのでお知らせします。

今年度も多くの方にご利用いただいており、月平
均の利用者数で昨年度より210名ほど増加していま
す。利用者からも「通院や買物に便利に利用してい
る」「子どもの通学に便利だ」などのご意見もいた
だいております。

昨年度より、「乗って残そう　乗って活かそう
公共交通」を合言葉に「たてしなスマイル交通」の
利用をお願いしてきました。全国的に公共交通の現
状は厳しい状況でありますが、公共交通に対する国
の支援や取り組みによって、公共交通の整備が徐々
にではありますが進んでいます。

町内においても利用したいときに公共交通が運行
していないといったことのないよう、これからも
「たてしなスマイル交通」のご利用と、ご支援をお
願いいたします。

平成２３年度「たてしなスマイル交通」実証運行計画基本方針について

本年度の実証運行の結果、また利用者の方の意見
を基に、２月２１日（月）に立科町地域公共交通活
性化協議会において検討し、平成２３年度の運行方
針を決定しました。

平成２２年度の実証運行にあたり、大幅な変更を
しており、毎年大幅な変更をすることは利用者の混
乱を招くことから、来年度については、軽微な変更
としました。

なお、来年度は平成２３年４月１日から平成２４
年３月３１日までの実証運行とし、平成２４年度か
ら始まる本運行に向け、利用状況等を調査し、利便
性を図りながら、皆様から親しまれる公共バスを目
指します。

※時刻表については、3月中旬に全戸配布
いたします。

立科町地域公共交通活性化協議会（町づくり推進係）

利用者数
（１月末までの合計）

月平均利用者数
（　）内は昨年比

西回り線 5,814名 581名 (-4名)

東・南
回り線 3,425名 343名 (+37名)

シラカバ
線 9,365名 937名(+181名)

全路線 18,604名 1,860名(+214名)

【運行ルートについて】
平成２２年度の運行ルートに基づいて運行します。

【時刻表について】
平成２２年度の時刻表に基づき運行しますが、次の点に
ついて変更します。

○西回り線
・第３便（午前９時台の便）について、路線バス（千曲バス
中仙道線）との接続のため変更。

・第５便（正午の便）、６便（午後３時台の便）について、
老人福祉センターから運行を始める。

・第５便について、午後１時前に老人福祉センターに
到着するよう変更。

○東・南回り線
・変更なし

○シラカバ線
・現在の便については変更しない。
・観光シーズン中の増発便の運行（３１日間）
４月２９日～５月５日までの７日間
７月１６日～９月１９日までの土、日曜日、祝日と８月１５日、
１６日の計２４日間



消防力強化に向けて
本部消防ポンプ自動車更新

消防団の主な車両・機械装備
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権
現
の
湯
か
ら

お
知
ら
せ

立科町

町民特別
御優待券

有効期限／平成23年3月31日まで
この券は、1枚につきお一人様1回限り有効です。 権現の湯

立科町大字山部363-2／電話 56-0606／有線 4126

平成22年度

権現の湯

町民特別御優待券町民特別御優待券町民特別御優待券町民特別御優待券町民特別御優待券平成22年度

［大人・子供共通券］

立立科科温温泉泉
たてしなの里たてしなの里

権権現現のの湯湯

立科温泉
たてしなの里

権現の湯

30日までです

日
頃
、
権
現
の
湯
を
ご
利
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
町
民
特
別
御
優
待
券
の

有
効
期
限
は
、
こ
の
３
月
30
日
（
水
）

ま
で
で
す
。（
31
日
は
木
曜
休
館
日
の

た
め
）

期
限
内
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

配
布
し
ま
し
た
御
優
待
券
の
有
効
期

限
が
３
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

消防団は、団長以下３９３名の団員により、地域の安心・安全な
住民生活を守るため、日夜予防消防・防災活動を行っています。

立科町では、本部消防ポンプ自動車が、昭和
61年に配備され、本年度老朽化のため、更新
しました。この消防ポンプ自動車は排気量4ℓ
のディーゼルエンジン、8人乗りで最新の装備
を装着しています。
今後は、迅速な消防活動ができるよう訓練を

積んでいくと共に、予防消防・啓発活動を通じ、
地域安全のため努めていきます。

充実する立科町消防団

車両・機械装備 台数 備考

消防ポンプ自動車 1 本　　部 平成23年2月更新

消防タンク自動車 1 蓼科分団 平成11年3月更新

消防団救助資機材搭載型
車両（消防庁無償貸与） 1 蓼科分団 平成22年3月配備

消防小型ポンプ 32 各 分 団 随時更新

消防小型ポンプ積載車 15 各 分 団 随時更新

消防団救助資機材搭載型車両

庶務係

＊この他必要な備品等については、毎年更新・新設し充実を図っています。
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

平
成
23
年
度

町
臨
時
職
員

登
録
者
募
集

庶
務
係

立
科
町
未
来
創
造
塾

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
構
築
活
動
策
の
発
表
会
開
催

立
科
町
未
来
創
造
塾
の
最
終
回
が
１
月
28

日（
金
）に
役
場
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、地
域

資
源
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
構
築
へ
の
活
動
策

に
つ
い
て
、塾
生
た
ち
が
考
え
た
案
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

塾
生
21
名
は
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、ユ
ニ

ー
ク
な
視
点
か
ら
の
提
案
や
、既
に
商
品
開
発

に
着
手
し
た
事
業
も
あ
り
ま
し
た
。
１
グ
ル
ー

プ
15
分
の
持
ち
時
間
で
し
た
が
、ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
へ
の
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
、時
間
超
過
す

る
グ
ル
ー
プ
が
相
次
ぐ
、熱
気
に
あ
ふ
れ
た
発

表
会
と
な
り
ま
し
た
。

塾
生
の
発
表
後
、信
州
大
学
の
村
山
教
授
か

ら
、「
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
の
か
ス
ト

ー
リ
ー
を
つ
な
げ
て
、是
非
実
現
化
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。」と
の
講
評
が
あ
り
、町
長
よ

り「
立
科
町
未
来
創
造
塾
修
了
証
書
」が
各
自

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
臨
時
職
員
の
登
録
者
の
募
集
を
し

ま
す
。

平
成
23
年
４
月
以
降
臨
時
職
員
等
に
欠
員
が

生
じ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
登
録
者
の
中
か

ら
採
用
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

平
成
23
年
３
月
14
日
（
月
）

か
ら
３
月
28
日
（
月
）
ま
で

○
受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

○
職
　
　
種

一
般
事
務
、
保
育
士
、
保
健
師
、

看
護
師
、
介
護
士
、
栄
養
士
、
調
理
員
、

温
泉
館
、
一
般
廃
棄
物
収
集

○
採
用
期
間

６
ヶ
月
（
６
ヶ
月
経
過
後
、
再

雇
用
す
る
場
合
あ
り
ま
す
）

○
勤
務
時
間

１
日
７
時
間
45
分
又
は
パ
ー
ト

勤
務

※
勤
務
場
所
に
よ
り
時
間
帯
等
異
な
り
ま
す
。

○
勤
務
場
所

役
場
及
び
関
連
施
設
、

権
現
の
湯
、
老
人
福
祉
施
設
等

○
応
募
資
格

・
住
所
要
件
　
採
用
時
町
内
に
居
住

・
年
令
要
件
　
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
59

歳
ま
で
の
方

※
保
健
師
、
看
護
師
、
保
育
士
、
介
護
士
、
栄

養
士
、
調
理
員
に
つ
い
て
は
、
免
許
・
資
格

を
有
し
て
い
る
方

○
登
録
有
効
期
間

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

○
申
込
方
法

庶
務
係
へ
登
録
申
込
書
に
よ
り

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
庶
務
係
②
番
窓
口
で
受
け
取
る

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
書
類

選
考
、
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

○
申
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
庶
務
係

町
づ
く
り
推
進
係
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軽
自
動
車
の
異
動

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動

車
等
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
（
登
録
名
義
人
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
次
の
場
合
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
】

①
車
両
置
き
場
の
市
区
町
村
が
変
わ
っ
た
場
合

②
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

③
廃
車
し
た
場
合

○
住
所
変
更

就
職
や
就
学
な
ど
で
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を

持
っ
て
転
出
す
る
方
は
、
住
民
票
の
異
動
と
一

緒
に
車
両
の
登
録
住
所
変
更
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

車
両
を
町
内
に
置
い
て
住
民
票
を
移
す
方

は
、
転
出
先
の
住
所
に
納
税
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
納
税
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
　
　

ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
は
ご
家
族
へ
の
名
義

変
更
や
、
使
用
し
な
い
よ
う
な
ら
廃
車
す
る
こ

と
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

○
名
義
変
更

他
人
に
譲
り
渡
し
た
場
合
に
は
名
義
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
。
変
更
し
な
け
れ
ば
、
毎

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
へ

～
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
が
１
割
の
ま
ま

据
え
置
か
れ
ま
す
～

高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
の
欄

が
「
２
割
（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

４
月
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
１
割
の

ま
ま
据
え
置
か
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
８
月
に

前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て
新
年
度
の
負
担
割
合

が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

国
保
加
入
者
に
つ
い
て
新
し
い
受
給
者
証

を
、
３
月
下
旬
に
世
帯
主
様
宛
に
郵
送
い
た
し

ま
す
の
で
ご
確
認
の
上
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
受
給
者
証
に
３
割
と
記
載
さ
れ
て
い
る

方
（
現
役
並
み
所
得
者
）
は
、
自
己
負
担
が

３
割
の
ま
ま
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
除
き
ま
す
。

※
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
保
険
証
と

一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

年
４
月
１
日
現
在
の
登
録
名
義
人
の
方
に
税

金
が
か
か
り
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
ご
家
族
の
名
義
だ
っ
た
場

合
も
、
す
み
や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
ご
注
意
く
だ
さ
い

手
続
き
を
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
実
際
に
は
既
に
譲
り
渡
し
た
車

両
等
の
税
金
が
課
税
に
な
っ
た
り
、
後
々
の

手
続
き
が
煩
雑
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

事
故
等
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
住
所
変
更
や
名
義
変
更
手
続
き

(

原
付
バ
イ
ク
の
場
合
）

・
住
所
変
更(

転
出)

立
科
町
で
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
際
発
行
す
る
「
廃
車
受
付
書
」
を

持
参
の
上
、
転
出
先
の
市
区
町
村
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

・
他
人
へ
の
名
義
変
更

町
内
同
士
で
も
旧
所
有
者
の
廃
車
手
続
き

と
新
所
有
者
の
登
録
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、

ナ
ン
バ
ー
も
交
換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

車  種 手続場所（問い合わせ先） 必要なもの

原動機付自転車
排気量125cc以下のバイク

立科町役場　税務係
(転出先で引き続き使用する場合は
転出先の市区町村役場でも可能）

標識(ナンバー) ・印鑑
廃車受付書又は譲渡証明 等

軽四輪・軽三輪
排気量125ccを超えるバイク

(社)長野県自家用自動車協会
川西支部

佐久市望月23-1 電話 0267-53-2531
及び販売店等　　

標識(ナンバー) ・住民票
印鑑 ・車検証（軽二輪は
届出済証）等

※
手
続
き
に
よ
り
必
要
な
も
の
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
場
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
係

環
境
保
健
係

※
そ
の
他
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
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転
入
・
転
出
な
ど
の

届
出
は
忘
れ
ず
に
！

３
月
、
４
月
は
入
学
・
就
職
の
季
節
で
す
。

立
科
町
に
転
入
さ
れ
た
と
き
、
町
外
へ
転
出
さ

れ
る
と
き
等
、住
所
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、

す
み
や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
者
は
原
則
と
し
て
異
動
者
本
人
で
す

が
、
世
帯
主
が
代
わ
り
に
届
出
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
な
お
、
世
帯
主
で
な
い
代
理
人
が

届
出
す
る
場
合
、
ご
本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
の
際
、
窓
口
に
来
ら

れ
た
方
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
ご
提
示

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役
場
で
は
毎
週
月
曜
日
（
当
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
時
間
外
の
窓
口
業
務
を
午
後
７
時

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
有
財
産
を
売
却

し
ま
す

【
物
件
】

上
記
物
件
は
一
括
売
却
と
し
ま
す
。

（
分
割
売
却
は
行
い
ま
せ
ん
。）

【
最
低
売
却
価
格
】

３
２
８
万
円

【
申
込
み
等
】

購
入
を
希
望
す
る
方
は
普
通
財
産
譲
渡
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
財
政
係
へ
申
込

み
く
だ
さ
い
。
申
請
に
必
要
な
書
類
は
財
政
係

の
窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。

売
却
に
あ
た
り
条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
募
集
期
間
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

財
政
係

物件
番号 入札対象財産の所在 地目または構造 公簿面積

1

芦田字塩ノ目道下1896番9 宅地 163.62㎡

芦田字塩ノ目道下1896番10 宅地 144.18㎡

芦田字塩ノ目道下1896番13 宅地 17.25㎡

芦田字塩ノ目道下1896番地9、
1896番地10、1896番地13
（家屋番号1896番9）

店舗
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建 70.23㎡

芦田字塩ノ目道下1896番地9、
1896番地10、1896番地13
（家屋番号1896番9　符号1）

車庫・物置
軽量鉄骨造亜鉛メッキ鋼板ぶき平屋建 96.97㎡

町
が
所
有
す
る
財
産
を
随
意
契
約
（
先
着
申

込
み
順
）
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

住民係

種類 届出に必要なもの

転入届
（町内に住所を移したとき)

〈届出期間〉
転入してから14日以内

・印鑑
・転出証明書
（前住所地で発行されたもの）
・運転免許証などの本人確認できる書類

転出届
（町外へ住所を移すとき)

〈届出期間〉
転出する前に

・印鑑
・運転免許証などの本人確認できる書類
・印鑑登録証（登録者のみ）
・国民健康保険証（加入者のみ）
・後期高齢者医療被保険証（該当者のみ）
・介護保険証（該当者のみ）
・福祉医療受給者証（該当者のみ）
・住基カード（該当者のみ）

転居届
（町内で住所を変更したとき)

〈届出期間〉
転居してから14日以内

・印鑑
・運転免許証などの本人確認できる書類
・国民健康保険証（加入者のみ）
・後期高齢者医療被保険証（該当者のみ）
・介護保険証（該当者のみ）
・福祉医療受給者証（該当者のみ）
・住基カード（該当者のみ）
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通交 安全

立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

町ぐるみ

地域の安全は
地域で守る

県下の交通事故は、平成17年から６年連続
で減少しました。近年、増加傾向にあった高齢
者の交通事故は、件数・死者数共に減少しまし
たが、いまだ高齢者の交通事故死者が全体の半
数以上を占めています。

佐久署管轄区域内では、交差点・速度起因・
女性ドライバーによる事故が多くなりました。
また、いまだ飲酒運転による事故が後を絶たず、
数件発生しています。

町内では、５年前と比較すると、発生件数・
負傷者数が半減しました。死亡事故については、
平成20年８月から（１月末現在900日間）発生
していません。
事故の特徴としては、車両相互による出会い

頭･正面衝突が多く、原因の多くは前方不注意
や速度超過など安全運転を怠ったために起きた
事故であります。
また、町道や生活道路での事故が多く、通り

慣れた道を漫然と運転して思わぬ事故を起こし
がちです。

交差点での安全確認、信号機の遵守、歩行者
への思いやりを忘れずに、また歩行者の皆さん
も十分な注意をお願いします。
そして、運転中は前方注視が最も基本。脇見

や考えごとなどは警戒心が希薄になり大変危険
です。相手の動きをしっかり確認すると共に、
見えない危険に対しても、常に警戒心を高めて
運転をしましょう。

平成22年交通事故発生状況

庶務係

昨年の年末特別警戒期間中（12/1～12/31）、立科町消
防団のご協力により防犯診断が行われました。1,724戸
の住宅等を診断した結果は次のとおりです。
空き巣や車上狙いが発生していますので、家庭や地域

で防犯に心掛けましょう。

事業所・住宅 自動車 バイク・自転車
玄関・窓 放置物 その他 キー付き 貴重品 その他 置き場所 カギ その他

7４ 2１ ２ ９８ ５ ８１ ５２ 4３ ２
〈事業所・住宅〉玄関・窓等が開いています。物が庭に出ています。
〈自動車〉キーが抜いてありません。貴重品が置いてあります。施錠されていません。室内灯が点いています。
〈バイク・自転車〉道から見えやすい場所にあります。カギが掛けてありません。

平成22年中の交通事故状況がまとまりました
のでお知らせします。

１ 長野県下の状況

２ 佐久署新管轄区域内の状況
（佐久市・御代田町・立科町・小海町・佐久穂町・川上村・南牧村）

３ 立科町の状況

区　分 平成22年 平成21年 増減数
件　　数 10,743件 11,171件 －428件
死 者 数 110名 111名 －1名
負傷者数 13,588名 14,146名 －558名

区　分 平成22年 平成21年 増減数
件　　数 729件 647件 82件
死 者 数 8名 5名 3名
負傷者数 945名 836名 109名

区　分 平成22年 平成21年 増減数
件　　数 21件 22件 －1件
死 者 数 0名 0名 0名
負傷者数 27名 32名 －5名
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　　　　   　 主 な 行 事 日 程 ※一部日程、行事名等が変更になる
ことがありますがご了承ください。

開催日（曜日）                     大会名等（行事） 担当（問い合わせ先）

9月 4 ㈰ 立科町総合防災訓練 庶務係
1 1 ㈰ 敬老の日式典 福祉係
1 6 ㈮ 第5回権現の湯マレットゴルフ大会 温泉係
1 7 ㈯ 小学校運動会 子育て教育係
1 9 ㈪ スポーツ少年団町長旗杯争奪野球大会 社会教育係

21㈬～30㈮ 秋の全国交通安全運動 庶務係
2 2 ㈭ 立科町戦没者追悼式 福祉係

10月 9 ㈰ 第36回女神湖歩け歩け大会 社会教育係
2 2 ㈯ 権現の湯まつり 温泉係
2 3 ㈰ 中山道ウォーキングinたてしな 町づくり推進係
3 0 ㈰ 夏山営業終了（ゴンドラ、御泉水自然園） 観光係
上旬 千草・若草・三葉保育園運動会 子育て教育係
下旬 青少年育成講演会 人権政策推進係

11月 4 ㈮ ～ 6 ㈰ 第39回文化展 社会教育係
5 ㈯ 福祉リサイクルバザー 社会福祉協議会
6 ㈰ たてしなふれ愛むら 環境フェア 福祉係･環境保健係

9㈬～15㈫ 秋の全国火災予防運動 庶務係

1 1 月 中 子ども･若者育成支援強調月間街頭啓発
（あいさつ）運動 人権政策推進係

12月 3 ㈯ 第34回人権を考える町民大会 人権政策推進係
7 ㈬ 冬山開き（予定） 観光係

1 0 ㈯ スキー場オープン（予定） 観光係
11㈰～31㈯ 年末の交通安全運動 庶務係
26㈪～30㈮ 年末警戒 庶務係

1月 4 ㈬～ 6 ㈮ 青少年スキー教室 社会教育係
5 ㈭ 平成２4年立科町賀詞交歓会 庶務係
8 ㈰ 第57回愛川町一周駅伝大会 社会教育係

1 1 ㈬ 立科町消防出初式 庶務係
27㈮～29㈰ 新春書き初め展 社会教育係

2月 4 ㈯ 第46回囲碁将棋大会 社会教育係
5 ㈰ 第7回いきいきネットたてしな 社会教育係

10㈮～12㈰ 保育園児作品展 社会教育係
1 9 ㈰ 第27回綱引き大会 社会教育係

24㈮～26㈰ 総合的な学習の時間発表展 社会教育係
2 6 ㈰ 三校合同コンサート 子育て教育係

3月

1 ㈭～ 7 ㈬ 春の全国火災予防運動 庶務係
3 ㈯ 蓼科高等学校卒業式 子育て教育係
4 ㈰ 第38回芸能グループ発表会 社会教育係

1 6 ㈮ 中学校卒業式 子育て教育係
1 7 ㈯ 小学校卒業式 子育て教育係
2 3 ㈮ 保育園3園卒園式 子育て教育係
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平成23年度　　　　   　立 科 町 の
開催日（曜日）                     大会名等（行事） 担当（問い合わせ先）

4月 3 ㈰ 立科町消防団新幹部・
団員任命式及び合同訓練（予定） 庶務係

3 ㈰ スポーツ少年団開講式 社会教育係
3 ㈰ スキー場クローズ（予定） 観光係
4 ㈪ 保育園入園式(3園) 子育て教育係
5 ㈫ 小学校入学式、中学校入学式 子育て教育係
6 ㈬ 蓼科高等学校入学式 子育て教育係

1 0 ㈰ 長野県議会議員一般選挙投票日 庶務係
1 9 ㈫ 立科町長・立科町議会議員一般選挙告示 庶務係
2 4 ㈰ 立科町長・立科町議会議員一般選挙投票日 庶務係
2 9 ㈮ 夏山営業開始（ゴンドラ、御泉水自然園） 観光係

5月 11㈬〜20㈮ 春の全国交通安全運動 庶務係
1 4 ㈯ 第25回蓼北バレーボール大会 子育て教育係
1 5 ㈰ 芦田財産区議員選挙（予定） 庶務係
2 7 ㈮ 第15回町長杯ゲートボール大会 社会教育係
2 9 ㈰ 県下一斉ゴミゼロ運動の日 環境保健係

6月 5 ㈰ 夏山開き、すずらん祭り 観光係
1 2 ㈰ 立科町消防ポンプ操法・ラッパ 吹゚奏大会 庶務係
1 5 ㈬ 第13回体育協会長杯マレットゴルフ大会 社会教育係
1 7 ㈮ 第15回体育協会長杯ゲートボール大会 社会教育係
1 9 ㈰ 白樺高原ビーナスマラソン in 女神湖 観光係
2 6 ㈰ 第35回町民ゴルフ大会 社会教育係

7月 3 ㈰ 公民館女性部研修会 社会教育係
1 0 ㈰ 立科町農業委員選挙（予定） 庶務係

19㈫〜25㈪ 夏の交通安全やまびこ運動 庶務係
2 1 ㈭ ハートフルケアたてしな納涼祭 ハートフルケアたてしな
2 4 ㈰ 立科町を美しくする日 環境保健係
中旬 第26回交通安全町民大会 庶務係

7月中 青少年の非行に取り組む全国強調月間
街頭啓発（あいさつ）運動 人権政策推進係

8月 6 ㈯ 第22回町民まつり「立科えんでこ」 町づくり推進係
6 ㈯ 〜 8 ㈪ 友好都市青少年県外交流事業 社会教育係

1 1 ㈭ 白樺高原花火大会 観光係
1 5 ㈪ 立科町成人式 社会教育係
1 8 ㈭ 第13回町長杯マレットゴルフ大会 社会教育係
2 1 ㈰ 分館対抗球技大会 社会教育係
2 7 ㈯ 第24回地域福祉推進町民大会 社会福祉協議会
2 8 ㈰ 少年スポーツ大会 社会教育係
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知っていますか？
Ｃ
シー

Ｏ
オー

Ｐ
ピー

Ｄ
ディー

（慢性閉塞性肺疾患）

保 健 ニ ュ ー ス

「階段の上り下りがキツイ」「咳
せき

や痰
たん

が多くなっ
た」「息切れしやすい」などといった体の変化を年齢
のせいと見逃していませんか？特にたばこを吸ってい
る人、過去に吸ったことがある人は、次の症状があっ
たらそれはＣＯＰＤという病気が隠れている可能性が
あります。

こんな症状はありませんか？

ＣＯＰＤ（シーオーピーディー）は、「慢性閉塞性
肺疾患」と呼ばれ、一つの病気の名前ではなく、「肺
気腫」や「慢性気管支炎」などによって肺の空気の流
れが悪くなる病気の総称です。ＣＯＰＤの患者は年々
増加しており、日本では530万人に上ると発表され
ています。ＷＨＯ（世界保健機関）の統計では、今後
10年間でさらにＣＯＰＤの患者数と死亡率が高まる
と予測されています。

ＣＯＰＤとは

長野県では、精神障害者やご家族からの、症
状の悪化などによる緊急な相談に対応するた
め、365日24時間体制で電話相談に応じます。

対応者　精神科救急情報センター「りんどう」
（「県立こころの医療センター駒ヶ根」内）

看護師・精神保健福祉士等
電　話　0265-81-9900

・精神科救急医療に直接関係のない一般的な悩
みごと相談には応じることができません。

・精神科のかかりつけ医療機関のある方は、ま
ずそちらにご相談ください。

精神科救急情報センターのご案内

咳や痰、息切れなどありふれた症状で始まり、異常
を感じたときには重症になってしまっていることも多
く、予防と早期発見が大切です。
ＣＯＰＤの原因は、加齢、ウイルス感染などがあり

ますが、最大の原因は、喫煙です。ＣＯＰＤ患者の
90％以上が喫煙者だといわれています。

ＣＯＰＤは、「肺の生活習慣病」

残念ながら、肺や気管支は元の健康状態には戻りま
せん。重症化して呼吸機能の低下が進むと、ボンベ等
による酸素吸入療法なしには、日常生活が送れなくな
ってしまいます。
しかし、早期発見・早期治療で息切れなどの症状を

やわらげたり、生活習慣を見直すことで、病気の進行
を遅らせることは可能です。

こわれた肺は、元に戻らない

予防の第一はなんと言っても禁煙です。禁煙したく
てもなかなかできない人は、禁煙外来などで医師に相
談してみましょう。
ＣＯＰＤの検査は、スパイロメーターのある医療機

関ならすぐに検査を受けられます。息を吐くときの最
初の1秒間で肺活量全体の70％に達しているかをみ
ます。自覚症状がなくても病状は進行していきます。
「同世代の他の人より疲れ
やすい」「階段で息切れす
るようになった」等感じる
ことがあったら、ぜひ検査
を受けましょう。

予防と早期発見

環境保健係

●風邪でもないのに咳や痰がつづく
●痰が粘ついたり、膿が混じったように見える
●呼吸するときゼイゼイしたり、ヒューヒューいう
●朝方に頭痛がする
●坂道で息切れを感じる
●歳のわりに疲れやすい
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日本国内では年間約6億個のライターが流通してお
り、そのほとんどがプラスチック製の使い捨てライタ
ーです。今回消費生活製品安全法施行令の一部の改正
により、子どもが簡単に操作できない幼児対策（チャ
イルドレジスタンス機能）を施したライターでないと
販売できない規制が導入され、平成23年9月27日より
安全対策を施していないライターは販売されなくなり

ます。
これに伴い、不要になった使い捨てライターの大量

廃棄が予想されますので、平成23年4月1日よりライ
ターの分別収集の方法を変更します。ルールに従って
正しい廃棄にご協力をお願いします。
また、安全装置のないライターの使用に関しては十

分ご注意ください。

１.ガスを抜く
２.ビニール袋等に入れて指定の

コンテナに出す

注火の気がないことを確認し、風通しのよい屋外で
行いましょう。

ライターの分別方法

ガスの抜き方の例

平成23年
4月1日より ライターの分別方法が変わります！

ライターの収集日

１.年間4回の衣類、蛍光管・
乾電池の日に回収しますの
で、ご注意ください　　　

①周囲に火の気のないことを確認する。
②操作レバーを押し下げる。
着火した場合はすぐに吹き消す。

③輪ゴムや粘着力の強いテープで、押し下げたままの
レバーを固定する。

④「シュー」という音が聞こえれば、ガスが噴出して
いる（聞こえない場合は炎調整レバーをプラス方向
にいっぱいに動かす）。

⑤この状態のまま付近に火の気の無い、風通しのよい
屋外に半日から１日置く。

⑥念のために着火操作をして、火がつかなければ、ガ
ス抜きは完了です。

子どもに触らせず、火遊びの危険性を教えましょう

●子どもにライターを触らせないようにしましょう。
●子どもがライターで火遊びをしているのを見かけた
ら、すぐに注意しやめさせましょう。

●理解できる年齢になったら、家庭や学校で子どもに
火遊びの危険性を教えることも大切です。

子どもの手の届かないところにおきましょう

●家の中、車の中にライターを放置せず、子どもの手
の届かない場所にきちんと保管しましょう。

子どもが簡単に使えないライターが販売されています

●幼児対策を施したライターは、規制導入に先行して
販売されますので、ご購入が可能です。

●規制に関する情報は、経済産業省の製品安全ガイド
ＨＰをご覧ください。
HP：http://www.meti.go.jp/product_safety/

平成22年度まで
不燃ごみの日

変更
平成23年度から
衣類、蛍光管・
乾電池の日

ライターの火遊びによる火災を防ぐには、
周囲の大人の注意が欠かせません！！

環境保健係
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平成22年度 公民館生涯学習講座 立科町合併55周年記念事業

「55thたてしな探検隊・すずらん学級」開催中！
ゴーゴー

生涯学習講座すずらん学級では、学級の運営委員の皆様と共に、立科町がもつ特有
の地域素材（歴史・文化・自然等）を多角的に捉

とら

え、さまざまな教室を予定し皆様の
参加を心よりお待ちしております。

なお、運営計画は講師の都合等により、日程や内容、開催場所等を一部変更する場
合があります。広報、有線放送、行政チャンネルを通じてご案内しますので、ご確認
の上参加をお願いします。

第
23
回

身
近
な
問
題
を
学
ぶ

教
室
及
び
閉
講
式

日
時

３
月
22
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
10
分
ま
で

※
信
州
大
学
出
前
講
座
（
予
定
）

場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

演
題

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
夢

を
実
現
し
よ
う
。

内
容

身
近
な
問
題
や
社
会
情
勢
に
つ
い
て

共
に
学
び
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

※
普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
意
思
の
伝
達
や

日
常
会
話
、仕
事
の
話
な
ど
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

※
都
合
に
よ
り
、講
師
や
日
程
等
が
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員

（
ス
タ
ッ
フ
）の
募
集
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
生
涯
学
習
講
座「
す
ず
ら
ん
学

級
」の
計
画
立
案
か
ら
年
間
計
画
の
実
施
運
営

を
主
体
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
運
営
委
員（
ス

今
後
の
教
室
開
催
予
定

す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係

タ
ッ
フ
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
持
ち
の
町
民
皆

様
、お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
募
集
要
領
】

・
町
内
に
お
住
ま
い
の
成
人
の
方（
性
別
等
は

不
問
）。

・
計
画
立
案
等
の
運
営
委
員
会（
年
間
４
回

～
５
回
）に
出
席
で
き
る
方
。

・
年
間
計
画
に
基
づ
き
、ス
タ
ッ
フ
（
無
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
教
室
に
参
加
で
き

る
方
。

・
立
科
町
の
歴
史
や
文
化
等
に
興
味
の
あ
る

方
。

・
募
集
人
員
は
10
名
程
度
で
、
任
期
は
平
成

24
年
３
月
ま
で
と
し
ま
す
。

○
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員
会
又
は
、
学
級

運
営
に
対
す
る
ご
意
見
、ご
要
望
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
次
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
児
童

小
学
校
新
１
年
生
～
新
３
年
生

(

放
課
後
留
守
家
庭
児
童
等
が
対

象
と
な
り
ま
す
）

定
　
　
員

30
名
程
度

申
込
み
方
法
　

規
定
の
申
込
み
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
ク

ラ
ス
担
任
又
は
児
童
館
へ
提
出
願
い
ま
す
。

(

加
入
案
内
・
申
込
み
用
紙
は
、
保
育
園
、
小

学
校
事
務
室
、
児
童
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
）

申
込
み
期
限

３
月
18
日
（
金
）

※
な
お
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
児
童
に
つ

き
ま
し
て
も
、
新
た
に
申
込
み
願
い
ま
す
。

立
科
町
児
童
館

電
話
（
56
）
０
２
４
８
　

有
線
８
８
８
８

平
成
23
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
員

募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
員

募
集
の
お
知
ら
せ
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子どもの権利条約とは？

人権センター通信
このマークは、㈶人権教
育啓発推進センターが実
施する人権啓発活動のシ
ンボルマークです。

◆ ひ ろ げ よ う 人 権 ◆

正式には、「児童の権利に関する条約」といい、地球
上のすべての１８歳未満の子どもが社会的に保護さ
れ、基本的人権が尊重されるようにと、1９８９年(平成
元年)、国連で採択されたものです。

この条約では、文化や法制度などの違いを越えた、
すべての国･地域の子どもが、一人の人間として独立
した人格と尊厳をもつ権利が次のように定められて
います。

子どもたちが危ない？！

今、世界では、貧困による飢餓や病気などが原因
で、１日に約３万人の子どもたちが、５歳の誕生日を迎え
ることなく亡くなり(ユニセフ「世界子供白書２００７」)、
７人に１人が教育を受けることもできずに働かされて
います。

日本ではどうでしょうか。幸い、政治的混乱、環境
の悪化などにより、子どもたちの生活や生命が脅かさ
れる深刻な事態は起きていないものの、子どもたちを
取り巻く現状には厳しいものがあり、いじめや体罰、
インターネットによる人権侵害など深刻な問題も増え
ています。

中でも、家庭内における「しつけ」と称した子どもへ
の虐待は、子どもの命が奪われるなどの痛ましい事件
につながるなど、大きな社会問題となっています。

わたしたちにできること

人権センター（人権政策推進係） 電話56-0059（直通） 有線5936

２
月
17
日

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

民話の語りで地域に貢献する女性たちを
紹介したDVDをもとに、語り合いました。

１
月
25
日

多
文
化
共
生
料
理
教
室

中国出身の渡辺さん親子を講師に、
本場の水餃子を皮から作り、交流し
ました。　　　　　　　

開催
しました

子どもは親の従属物ではなく、独立した人格を持つ
一人の人間として認識し、個性を尊重、受け止めること
が重要です。そのためには、大人自身が「子どもは大人
の言うことを聞くのが当たり前」「親が食べさせてやって
いる」という意識を変える必要があります。

また、見て見ぬふりをせず、地域全体で子どもたちを
育てていくことが大切です。虐待は子どもの心身に重
大な影響を及ぼします。「よその家」の問題とせず、気が
ついたらすぐに通報するなど、「早期発見・迅速な対
応」で子どもの尊厳と権利を守っていきましょう。

（参考：（財）人権教育啓発推進センターポケットブック）

①『生きる権利』
病気･ケガの適切な予防や治療を受け、生命
の安全が保障され、健康に生活できる権利。

②『育つ権利』
教育･福祉などの側面から、健やかな成長に
必要な支援を受ける権利。

③『守られる権利』
強制労働や虐待などから保護され、また、
障害のある子などについては、特別に保護
される権利。

④『参加する権利』
子ども達自身の意向を尊重した、意見表明、
グループの結成、活動に関する自由を認め
られる権利。

子どもの権利

) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) インフォメーション   ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) )
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春三月、「会者定離
�������

」の時節に思うこと

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後 1 時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館または小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

立
科
町
教
育
相
談
員
の
任
を
拝
命
し
て
か
ら
、

二
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
十

分
な
教
育
相
談
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
心

苦
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
も
、
多
く
の
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
の
方
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
、
日
々
、
清
新
な
励
み
を
分
け
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
と
に
、
次
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
は
、
常
に
元
気
が
湧
い
て
く
る
の
を

感
じ
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
　
　

児
童
館
に
来
館
し
て
い
る
幼
児
が
、
「
先
生
、

今
、
ぼ
く
、
時
間
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
。
」
と
、

一
緒
に
遊
ぼ
う
と
い
う
意
志
を
伝
え
て
き
ま
し

た
。
三
輪
車
に
ま
た
が
っ
た
男
児
の
、
映
画
の
名

せ
り
ふ
の
よ
う
な
言
葉
が
何
と
も
微
笑

�
�
�

ま
し
く

て
、
も
ち
ろ
ん
す
ぐ
に
お
誘
い
に
応
じ
た
こ
と
で

す
。何

人
か
の
小
学
生
と
、
お
互
い
の
星
座
を
順
番

に
言
っ
た
り
、
星
座
占
い
の
話
を
し
た
り
し
て
笑

い
合
っ
て
い
た
と
き
に
、
ユ
ー
モ
ア
精
神
旺
盛
な

女
児
が
、
お
ど
け
た
し
ぐ
さ
で
「
わ
た
し
？
わ

た
し
の
星
座
は
餃
子

�
�
�
�

。
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の

瞬
間
、
み
ん
な
腹
を
抱
え
て
大
爆
笑
し
、
口
々
に

「
餃
子
な
ん
か
星
座
に
な
い
よ
。
」
「
『
ざ
』
が

つ
き
ゃ
い
い
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
」
「
じ
ゃ

あ
、
わ
た
し
は
水
餃
子
。
」
な
ど
と
言
い
、
笑
い

の
渦
が
な
か
な
か
収
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
叱
り
を
い
た
だ
き
そ
う
で
す
が
、
あ
る
小
学

生
に
「
『
風
の
子
広
場
』
っ
て
、
風
邪
を
引
い

て
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
子
が
大
勢
集
ま
っ
て
い

る
の
？
」
と
訊
き
ま
す
と
、
す
か
さ
ず
「
違
う
！

子
ど
も
は
風
の
子
で
、
寒
く
っ
て
も
子
ど
も
が
元

気
に
遊
ぶ
場
所
だ
か
ら
、
『
風
の
子
広
場
』
っ
て

言
う
の
！
」
と
い
う
大
音
声

�
�
�
�
�
�
�が

返
っ
て
き
ま
し

た
。
「
そ
う
な
ん
だ
あ
。
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。
」

と
、
幼
い
剣
幕
に
い
さ
さ
か
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、

子
ど
も
は
ち
ゃ
ん
と
承
知
し
て
い
る
の
だ
、
と
感

心
致
し
ま
し
た
。

冬
期
間
、
教
育
相
談
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
立
科
小

学
校
の
多
目
的
ル
ー
ム
の
戸
を
開
け
っ
放
し
に
し

ま
す
と
、
廊
下
か
ら
厳
し
い
寒
気
が
忍
び
込
ん
で

き
ま
す
。
大
寒
の
こ
ろ
の
あ
る
日
、
先
に
多
目
的

ル
ー
ム
か
ら
廊
下
に
出
た
女
児
が
、
最
後
に
退
室

し
た
同
じ
班
の
男
児
に
、「
ち
ゃ
ん
と
戸
を
閉

め
て
…
。」
と
言
い
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
男
児

も
、
そ
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
止
め
、
き
ち
ん
と

戸
を
閉
め
て
去
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ご
く
自

然
な
子
ど
も
の
配
慮
に
、
確
か
な
心
の
育
ち
を
感

じ
ま
す
。

立
科
中
学
校
の
廊
下
や
階
段
を
歩
い
て
お
り
ま

す
と
、
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
い
う
清
々

�
�
�
�

し
い
あ

い
さ
つ
と
同
時
に
、
俊
敏
な
動
作
で
さ
っ
と
進
路

を
譲
っ
て
く
れ
る
中
学
生
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
と
き
、
「
こ
ん
に
ち
は
。
あ
り
が
と
う
。

敬
老
精
神
が
身
に
付
い
て
い
る
ね
。
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
軽
快
で
う
ら
や
ま
し
い
。
」
な
ど
と
お
礼
を

言
い
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
青
年
前
期

の
屈
託
の
な
い
微
笑
を
浮
か
べ
て
、
や
は
り
ご
く

自
然
な
礼
儀
正
し
さ
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
」
と
応
え
て
く
れ
ま
す
。

立
科
町
の
児
童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を

垣
間

�
�
�

見
て
、
頼
も
し
さ
を
覚
え
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
の
半
面
で
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
心

配
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の

姿
に
、
知
・
徳
・
体
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
、
生
き

方
や
個
性
、
価
値
観
な
ど
の
多
様
化
と
は
異
な
る

心
の
育
ち
の
幅
広
さ
を
感
ず
る
と
き
が
あ
る
の
で

す
。
そ
れ
は
、
昨
秋
の
立
科
町
青
少
年
育
成
講
演

会
で
、
講
師
の
清
川
輝
基
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
乳

幼
児
の
こ
ろ
か
ら
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
、
パ
ソ

コ
ン
、
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ
な
ど
の
電
子
映
像
メ
デ

ィ
ア
に
と
っ
ぷ
り
と
漬
か
っ
て
い
る
日
本
の
子
ど

も
は
、
心
も
体
も
劣
化
し
て
お
り
、『
絶
滅
危
惧
種

�
�
�
�
�
�
�
�

』

で
あ
る
。
」
と
い
う
子
ど
も
の
姿
に
通
ず
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

「
絶
滅
危
惧
種
」
と
い
う
五
文
字
が
、
今
も
ず

っ
と
頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

実
態
を
形
容
す
る
、
最
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
言
葉

で
し
た
が
、
清
川
氏
は
、
日
本
の
子
ど
も
が
こ
の

「
絶
滅
危
惧
種
」
の
実
態
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に

は
、
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
時
間
は
一
日

二
時
間
が
限
度
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
電
子
映
像
メ

デ
ィ
ア
の
大
洪
水
の
今
日
、
各
家
庭
で
自
己
防
衛

す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
何
と
し

て
も
「
一
日
二
時
間
以
内
の
メ
デ
ィ
ア
接
触
」
を

死
守
し
、
人
や
自
然
と
の
直
接
体
験
、
家
族
と
の

団
ら
ん
、
手
伝
い
、
読
書
、
運
動
な
ど
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
立
科
町
に
お
い
て
も
大
き

な
子
育
て
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

出
会
っ
た
人
は
い
つ
か
必
ず
別
れ
る
、
と
い
う

「
会
者
定
離

�
�
�
�
�
�
�

」
は
、
人
の
世
の
常
で
す
。
春
三
月

は
、
学
校
に
と
っ
て
も
卒
業
や
進
級
な
ど
会
者
定

離
の
時
節
で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
は
幾
多
の
別
れ

を
体
験
し
ま
す
。
こ
の
大
切
な
節
目
に
、
児
童
・

生
徒
が
、
き
ち
ん
と
会
者
定
離
を
体
験
し
、
心
の

中
に
よ
り
し
っ
か
り
と
し
た
「
命
の
根
」
を
張
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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日　時 ３月２３日(水)　午前１０時３０分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0歳児〜
テーマ ♪ はるがきた♪

乳幼児のための
おはなし会

〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

中央公民館図書室／有線4000

生かして防ぐ　クマの害
米田一彦（著）

山と田畑をシカから守る
井上雅央・金森弘樹（著）

山の畑をサルから守る
井上雅央（著）

イノシシから田畑を守る
江口祐輔（著）

カラス 杉田昭栄（著）

新着
図書

３月は野山の草花の香りが春の訪れを感じさせてくれますね。
春が近づくと農家の方は、作物の土づくりなどで何かと忙しく

なる時期でもあります。
今月は、農文協発行の「鳥獣害対策」や「食材加工」に関する

本をご紹介させていただきます。立科町でも鳥獣による農作物へ
の被害があり、農家の方もその対策が悩みの種でもあるかと思い
ます。今回紹介させていただく本がお役に立てば幸いです。

〈図書室休室のお知らせ〉…３月３１日(木)は、図書整理のためお休みさせていただきます。

スキーシーズンも後半を迎えましたが、白樺高原国際スキー場・
しらかば２in１スキー場ともシーズン終了までイベントが続きます!!

皆様のご来場お待ちしております。便り白樺高原

白樺高原総合観光センター
電話 55-6201

白樺高原国際スキー場 
http://www.shirakaba-ski.jp/

しらかば 2in1 スキー場  
http://www.2in1.jp/

★３月20日（日）★

２in１感謝サービスデー
しらかば２in１スキー場にてリフト１日券購入

された方に先着で地元特産品プレゼント＆抽
選会を開催します。

★３月14日（月）★
ホワイトデーサービス
白樺高原国際スキー場・しらかば２in１

スキー場とも１日券が 20％オフ！
また、粗品をプレゼントします。

★３月13日（日）★
第14回ＫＩＤ’Ｓスキー大会
白樺高原国際スキー場にて小学生未満対象

のタイムレース開催！

★３月 21 日（月）★

ファン感謝デー
白樺高原国際スキー場にてリフト１日券購入

された方に先着で地元特産品プレゼント！

★３月22日（火）～４月３日（日）★

春スキーサービス
リフト１日券・半日券購入者に来シーズン

20％割引券をプレゼント
今シーズンのスキー場は４月３日（日）クロ

ーズの予定です。３月の暖かい陽気の中で今
シーズン最後のスキーをしてみませんか？皆
様のご来場心よりお待ちしております。

★３月22日（火）～★

町営スキー場町民無料サービス
今シーズンも３月22日（火）より町営スキー

場の町民無料サービスを開始いたします。（シ
ーズン終了まで）

ご利用の方は白樺高原総合観光センター１階
事務所窓口でリフト券の発行手続きをしてくだ
さい。

鳥獣害対策

食品加工
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従
前
か
ら
法
務
局
に
お
い
て
人
権
常
設
相
談

所
を
開
設
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
相
談
業
務
の

充
実
・
強
化
を
図
り
、
更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
す
た
め
、本
年
４
月
１
日
か
ら
、

毎
週
月
曜
日
に
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
が
法
務

局
に
常
駐
し
、「
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
」
を

開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時
◆
４
月
１
日
か
ら
毎
週
月
曜
日

（
祝
日
等
除
く
）

相
談
時
間
◆
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
内
容
◆
「
人
権
な
ん
で
も
相
談
」

家
庭
内
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
近
隣

の
も
め
ご
と
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
問
題
、

い
じ
め
な
ど
の
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
な
ど
暮

ら
し
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

法
務
局
に
お
け
る

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

常
設
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
便

乗
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
や
放
送

局
が
お
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
！

【
こ
ん
な
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
】

・
業
者
が
地
デ
ジ
普
及
の
た
め
と
集
金
に
や
っ

て
き
た
。

・
地
デ
ジ
工
事
を
か
た
っ
て
前
金
を
だ
ま
し
取

ら
れ
た
。

・
総
務
省
（
デ
ジ
サ
ポ
）
と
名
乗
る
職
員
が
訪

問
し
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

・
頼
ん
で
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
請
求
や
、
覚

え
の
な
い
請
求
は
、
は
っ
き
り
と
断
る
。

・
絶
対
に
部
屋
に
上
が
ら
せ
な
い
。

・
訪
問
者
の
名
前
や
連
絡
先
な
ど
を
聞
い
て
メ

モ
し
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
。

・
一
人
で
判
断
せ
ず
、
ご
家
族
、
信
頼
で
き
る

近
く
の
電
器
店
、デ
ジ
サ
ポ
等
に
相
談
す
る
。

【
デ
ジ
サ
ポ
ス
タ
ッ
フ
は
黄
色
い
ベ
ス
ト
が
目
印
】

・
デ
ジ
サ
ポ
ス
タ
ッ
フ
は
、
黄
色
い
ベ
ス
ト

(

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム)

、
腕
章
、
身
分
証
明
書

（
ID
）
を
着
用
。

・
原
則
、
突
然
に
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
工
事
代
金
を
請
求
し
た
り
、
振
込
み
の
要
請

を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
れ
？
お
か
し
い
？
」
と
思
っ
た
ら
次
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
警
察
に
ご
連
絡

を
！

お
問
い
合
わ
せ
◆

総
務
省
　
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
（
07
）
０
１
０
１

平
日
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

土
・
日
・
祝
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

地
デ
ジ
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

社
会
や
人
間
の
あ
り
方
を
見
つ
め
る
科
目

や
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
（
生
活
支
援
）」

「
地
域
子
育
て
支
援
」「
防
災
ま
ち
づ
く
り
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
実
際
」「
認
知
症
」「
介
護
」
な
ど

の
各
分
野
に
つ
い
て
、
多
彩
な
科
目
を
１
科
目

か
ら
学
べ
ま
す
。
ま
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
」

な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
の
学
習
も

あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
実
践
力
を
養
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ま
ず
は
無
料
の
入
学
案
内
書
を
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

出
願
期
限
◆
３
月
22
日
（
火
）
必
着

※
そ
の
他
詳
し
く
は
次
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
◆

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
高
等
学
校
専
攻
科

電
話
　
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

（
受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
）

http://w
w
w
.n-gaku.jp

「
コ
ミュニ
ティ・ボ
ラン
ティ
ア

専
攻
」学
生
募
集

相
談
方
法
◆
来
所
又
は
電
話
相
談
。予
約
不
要
、

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
員
◆
人
権
擁
護
委
員

お
問
い
合
わ
せ
◆

佐
久
市
猿
久
保
８
９
０
‐
４

長
野
地
方
法
務
局
佐
久
支
局

電
話
　
０
２
６
７
（
67
）
２
２
７
２
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気温 降水量 降水量
（1月の合計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 -4.1℃ 6.8℃／9 日 -16.5℃／17 日 6.0mm 6.0mm 192.8時間
最近10年間の平均 -2.3℃ 13.7℃／10 年 -17.9℃／05 年 30.3mm 30.3mm 176.2時間

■立科町のデータ 1 月

2月1日現在 （ ）内は前月比 2011年1月1日〜1月31日

人口 7,951（-16） 出生 6

男 3,903（-7） 死亡 15

女 4,048（-9） 転入 4

世帯数 2,793（-6） 転出 11

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月の合計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 2 6 3 0 2 1 7 2 42

立科町 （0）
2

（2） （0） （0） （0） （0）
1

（1） （0）
3

（3）

■ 立科町の気象　（1 月 1日〜31日）

種別 1 月中火災件数 焼損面積 1月の合計
建物火災 0 0㎡ 0
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 0
その他火災 0 0㎡ 0

合計 0 0㎡ 0

■ 火災

■ 救急
種別 1 月中救急出動件数 1月の合計
急病 29 29

交通事故 0 0
一般負傷 13 13
その他 1 1
合計 43 43

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

視
聴
の
た
め
の

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援

に
つ
い
て

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
世
帯
へ
の
支

援
と
し
て
、
従
来
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全

額
免
除
世
帯
」
に
加
え
、「
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
」
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

○
対
象
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
未
対
応
で
、
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯

※
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
の

分
は
不
要
で
す
。

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契
約
が
必
要
で
す
。

契
約
し
て
い
な
い
人
は
、
無
償
給
付
の
申

込
み
以
降
に
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
支
援
内
容
　

・
簡
易
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付
（
１
世
帯
に
１
台
）

・
設
置
方
法
や
操
作
方
法
な
ど
の
電
話
サ
ポ
ー
ト

○
申
込
書

役
場
窓
口
（
町
づ
く
り
推
進
係
、
税
務
係
、

福
祉
係
）
及
び
白
樺
高
原
総
合
観
光
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
は
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
セ

ン
タ
ー
に
電
話
等
で
申
込
ん
で
入
手
し
ま
す
。

○
添
付
書
類

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

・
世
帯
全
員
の
町
民
税
非
課
税
証
明
書

（
平
成
21
年
以
降
の
所
得
に
係
る
も
の
。

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
は

不
要
）

○
申
込
み

申
込
書
と
添
付
書
類
を
７
月
24
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送

○
お
問
い
合
わ
せ

・
役
場
町
づ
く
り
推
進
係

・
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー

(

電
話
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４
）

町
づ
く
り
推
進
係

７
月
24
日
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
終
了
し
ま
す
。
早
め
の
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。
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6 日（日）国保浅科診療所 浅　科 0267-58-2100
高橋内科医院 小諸市 0267-23-8110
矢島医院 小諸市 0267-22-8148

13 日（日）栁澤医院 立科町 0267-56-1045
甘利医院 小諸市 0267-22-0729
佐藤外科医院 小諸市 0267-22-0334
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

20 日（日）小諸南城クリニック 小諸市 0267-26-5222
鳥山クリニック 小諸市 0267-26-0308
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

21 日（月）小諸厚生総合病院 小諸市 0267-22-1070
27 日（日）田村医院 小諸市 0267-22-0048

栁橋脳神経外科 小諸市 0267-23-6131
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

4 月
3 日（日）市川医院 小諸市 0267-25-1200

鈴木医院 小諸市 0267-26-1212
10 日（日）須江医院 小諸市 0267-22-2060

佐々木医院 小諸市 0267-22-0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
6 日（日）小林歯科医院 小諸市 0267-25-3708

13 日（日） もみの木歯科クリニック 立科町 0267-56-0648

20 日（日） 清聖会林歯科診療所 御代田町 0267-32-3613

21 日（月）ながい歯科医院 立科町 0267-56-1165
27 日（日）関歯科クリニック 小諸市 0267-25-3456

4 月
3 日（日）堀篭歯科医院 小諸市 0267-23-0575

10 日（日）中山歯科クリニック 御代田町 0267-32-2000

◆歯科〈午前9時〜正午〉

■ハートフルケアたてしな 電話 56-1955 有線 4501
■白樺高原総合観光センター 電話 55-6201
■中央公民館（事務室） 電話 56-2311 有線 4000
■たてしな人権センター 電話 56-0059 有線 5936
■こども未来館（児童館） 電話 56-0248 有線 8888

■老人福祉センター 電話 56-1825 有線 4091
■立科町体育センター 電話 56-3373 有線 3008
■たてしなの里「権現の湯」 電話 56-0606 有線 4126
■ふるさと交流館「芦田宿」 有線 4050
■立科町交流促進センター 電話 51-4151 有線 4200

【お問い合わせは】立科町役場　電話 56-2311　FAX 56-2310　有線2311

月町民カレンダー
３
月
の
納
期

行事予定 保　　健
3月10日（木） すくすく教室：Ｈ22.8月～9月生

14日（月） パパママ教室（申込制）
17日（木） 立科中学校卒業式

18日（金） 無料法律相談（老人福祉センター）13：00～16：30
わんぱく劇場「マジックショー」16：00～（児童館）

19日（土） 立科小学校卒業式
24日（木） 保育園卒園式（千草・若草・三葉）

4月3日（日） 立科町消防団新幹部・団員任命式及び合同訓練（予定）
スポーツ少年団開講式（体育センター）8：30～

4日（月） 保育園入園式（千草・若草・三葉）
5日（火） 小学校入学式　中学校入学式
6日（水） 蓼科高等学校入学式

10日（日） 長野県議会議員一般選挙投票日

介護保険料：普通徴収（第12期）

休 日 緊　急 当 番 医
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権現の湯では、2
月 2 日（3 日休館日
のため）豆まきお楽
しみ会を計画し、パ
ターゴルフとダーツ
で賑わいました。更
に赤鬼の登場により
豆まき、今年の無病
息災、権現の湯繁盛
をお願いしました。
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フラッシュ
★★
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立科町学校合同コンサート

２月２０日（日）、丸子文化会館セレスホールにて、
第３回目となる学校合同コンサートが開催されました。

立科小学校からは、５・６学年、管楽器クラブ、合唱
クラブの皆さん、立科中学校からは吹奏楽部の皆さん、
蓼科高等学校からはジャズクラブの皆さんが参加され、
さらに JAZZ☆CANDYfrom 蓼科高等学校ジャズクラ
ブの皆さんの参加もありました。

会場には、保護者の方を始め大勢の方が来場され、子
どもたちの迫力のある演奏に会場は大変な盛り上がりを
見せていました。

権現の湯に鬼現る

第２６回 立科町綱引き大会
２月１３日（日） 恒例の綱引き大会が開催されました。今年

で２６回を数える今大会には男子の部１５チーム、混合の部１１
チームが優勝を目指し熱戦をくりひろげました。どの試合も見ご
たえのあるすばらしい試合でした。

【男子の部】
優　勝 Ｋ―Ⅲ（桐原分館）
準優勝　ヤホー・ドット・コムⅡ（野方分館）
第３位 アルタイル（大城分館）・外倉獅子（外倉分館）

【混合の部】
優　勝 町混合Ａ（町分館）
準優勝 蜃気楼（山部分館）
第３位 明鏡止水（茂田井分館）・町混合Ｂ（町分館）

Ｋ―Ⅲ 町混合Ａ
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立科町家族経営協定調印式

平成２２年度立科町家族経営協定調印式が１月２１日
(金）に行われました。調印式には農業委員が立ち合いま
した。今回は、りんご経営をされている、五輪久保の栁
澤和廣さんご家族（写真中央の3名）が、新たに家族
経営協定※を締結しました。

※家族経営協定とは、経営者とその家族が、経営方針や
役割分担、家族みんなが働きやすい就業環境などについ
て取り決めて、それを文書にしたものです。

自衛官募集相談員委嘱式

２月１６日（水）、自衛官募集相談員の委嘱式が行わ
れ、長野地方協力本部長と立科町長の連名で委嘱され
ました。

今回、森澤廣喜さん（姥ケ懐）、荻原昭雄さん（町）、
森屋正四さん（町）が再任され、浦野喜芳さん（牛鹿）が
新たに委嘱されました。

相談員の皆さんには自衛官等の募集を中心にご尽
力いただいております。

いきいきネットたてしな開催

「第6回いきいきネットたてしな」が、2月6日（日）、老
人福祉センターにおいて開催されました。
『あふれる自然　あふれる笑顔』をテーマに、体験発表
と、長野県短期大学教授　上原貴夫先生の講演があり
ました。今回は、昨年の「第1回立科の味料理コンテス
ト」での入賞作品の試食や、テーマにあわせ、蓼科写真ク
ラブの立科町の美しい四季をとらえた写真も展示さ
れ、盛況のうちに終了しました。

蓼科高等学校の生徒が、
台湾の生徒と交流

２月１８日（金）、蓼科高等学校に、台湾の明倫高
級中学校の生徒が来校し、生徒たちの交流会が行われ
ました。

授業交流では、茶道、フロアホッケー、篆刻、ハー
トフルケアたてしなでの介護福祉実践などがありまし
た。お互いに言葉の違いに戸惑いを見せながらも、だ
んだんと笑顔が見られる交流となりました。
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